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■ 幟町圏域多職種連携会議報告 

日 時：2019年10月18日（金） 19：00～  

場 所：広島ＹＭＣＡ国際文化センター 

出席者：57名 

内 容：講義及びグループワーク 

「災害時の対応とそれぞれの職種の役割について」 

講師：広島市中区厚生部  

医務監・(事)健康長寿課長 宮城 昌治 氏 

職種としての役割を、①発災直後 ②発災後1週間 

まで ③発災後1週間以降 に分けて考え、KJ法を 

用いてグループワークと発表を行いました。 

図らずも台風の影響によって大きな災害が報道され 

ていた時期でもあり、タイムリーなテーマとなりま 

した。職種、事業所によって災害時の役割が違うため多様な意見が出て、 

それぞれの役割や自らの立ち位置を改めて見つめる機会となりました。 

 

■ 第15回認知症研修会報告 

日 時：2019年10月30日（水） 19：00～  

場 所：広島市文化交流会館 3F銀河  出席者：86名 

演 題：「ゼロから始める認知症診療 

～私の診察室からみたアルツハイマー型認知症の診断と治療～』 

講 師：社会医療法人 財団新和会 八千代病院 

認知症疾患医療センター センター長 川畑 信也 先生 

認知機能の流れと病態の変遷の話題から実際の診察室での診断方法・薬物 

治療について、ADと非認知症の２つの鑑別方法、診察室での問診のコツ 

や患者の様子を注意深く観察するポイントなどをご講演いただきました。 

 

 

■ 中区医師会在宅医療情報アンケートご協力のお願い 

中区医師会では地域包括ケア推進のために、医師、歯科医師、薬剤師、地域包括支援センター、訪問 

看護ステーション、介護支援専門員等と共に連携会議でケース検討や研修会を開催しております。 

中区医師会のホームページには在宅医療に関する情報を掲載し、多職種連携のツールとして公開して 

おります。 

新規開業の医療機関には、この機会に情報をお寄せいただきたいと存じます。 

また、既に公開の情報に変更がある場合は、裏面の用紙にご記入のうえ中区医師会事務局まで、 

ＦＡＸ送信をお願い致します。（締切り１２月２７日） 

※現在HPに掲載している情報は、平成29年12月時点のものです。 

裏面もご覧ください 

中区医師会在宅医療情報アンケート 
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